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 ◆本レポートの内容◆ 
 

【１】ある経営者が気付いた“適性”への誤解とは？    ……… １㌻ 

【２】なぜ本人が“したい”ことに適性が乏しいのか？   ……… ２㌻ 
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【４】従業員が“適性”を見失うようなケースでも…    ……… ４㌻ 
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 従業員の“適性”の見極めは、経営陣にも決して容易

とは言えませんが、従業員自身が“自分の適性”を判断

することも難しいと言わざるを得ないはずです。そのた

め、“本人の希望”は、案外“あて”にはならないケース

が多いのです。 

そのため“適材適所”を実現するための“人材適性判

断”には、しばしば“特別の視点”が求められると言わ

れるのでしょう。では、その“特別の視点”とは…。 

 

    

 
 

適材適所が重要だと言われるけれど… 

従業員の“適性”をどう見分けるか？ 
◇◆◇ 本人の“希望”が最も大きな錯乱要因？ ◇◆◇ 
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